
第
二
巻
　
紹
介
　
置

書

正
麟
な
ろ
事
實
に
基
き
公
李
な
み
見
地
に
在
り
て
、
憂
翫
の
勃
撰
轟
頭
終
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

に
至
る
迄
を
混
ぜ
ろ
を
以
て
、
事
墾
の
馳
呉
相
を
知
ら
ん
に
は
拳
溺
記
箏
ご
共

に
必
讃
の
史
料
な
り
Q
辣
に
戴
徒
の
横
曇
ミ
清
延
の
狼
狽
ぐ
」
は
巧
み
に
認
述

ゼ
ら
・
れ
て
之
を
目
戯
す
る
が
如
し
O

　
　
　
　
　
　
セ
　
や
　
セ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も

　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
醗
申
國
境
界
攣
懸
大
勢
考
附
瞬
共
二
燐
　
　

蘇
演
存
編

　
本
書
は
銭
絢
の
申
俄
界
約
糾
注
、
郷
本
舗
の
中
書
界
記
、
潮
清
総
理
衙
門

の
中
俄
寒
露
曾
要
正
筆
編
、
陸
元
鼎
の
薄
志
立
約
始
末
記
．
美
大
蚊
の
育
林

勘
界
記
、
何
秋
濤
の
朔
方
備
業
、
日
本
の
間
島
問
題
、
申
報
輯
片
聾
徳
義
始

末
記
筆
に
早
り
て
近
世
に
於
け
る
支
那
ご
諸
二
百
亡
の
境
界
閲
題
を
解
説
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
ぬ
　
へ
　
や
　
も
　
も
　
た
　
へ
　
も

る
も
の
に
・
し
て
、
第
一
編
に
膓
論
及
び
現
在
の
交
界
紬
城
表
を
揺
げ
，
第
ニ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

儒
に
は
邊
微
山
川
形
勢
を
論
じ
、
第
三
編
よ
り
第
十
編
ま
で
に
於
て
日
露
英

り
　
お
　
や
　
る
　
め
　
ヨ
　
ぬ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
リ
　
ヨ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
ら
　
ぬ
　
め

肥
壷
諮
國
ε
の
交
港
顛
末
を
動
き
、
次
に
毛
布
楚
條
約
以
下
間
島
協
納
に
至

る
内
外
約
章
凡
三
十
件
を
列
記
ぜ
り
。
往
々
談
謬
な
き
に
非
ざ
れ
。
ε
も
．
簡

約
に
し
て
要
を
得
、
附
す
る
に
地
動
二
＋
二
更
を
以
て
し
六
れ
ば
、
甚
だ
輕

懐
な
り
。
（
償
一
、
二
〇
）

　
　
　
　
う
　
も
　
へ
　
も
　
へ
　
あ
　
ヤ
　
も
　
セ
　
コ
　
も
　
も
も
　
も
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

　
　
　
⑭
漸
謬
英
國
政
府
刊
掬
中
蒔
革
命
藍
召
書
第
一
編
　
陳
國
糠
諏

　
英
國
政
府
所
刊
翼
器
じ
d
o
o
寄
は
轟
ら
外
交
に
關
す
ろ
各
種
の
丈
績
を
載

也
、
西
暦
一
六
入
頃
年
に
起
り
、
一
八
三
六
年
に
至
り
て
始
め
て
曇
費
ぜ
り

本
書
は
支
那
の
第
一
革
命
に
闘
し
、
在
隊
英
公
使
及
び
領
事
海
軍
將
二
等
よ

“
匿
時
本
國
政
虜
に
寛
骨
護
る
所
に
基
き
、
一
九
一
二
年
（
支
那
民
國
元
年
）

第
三
號
　
一
五
二
、
（
五
二
三
）

五
月
同
政
府
事
解
上
下
爾
院
に
頭
重
ぜ
ろ
藍
書
を
溝
羅
ぜ
る
も
の
録
り
。
内

容
は
一
九
一
個
年
十
月
十
日
駐
支
英
公
使
皇
漢
口
触
鑛
拘
寧
の
電
報
よ
り
塾

同
年
十
二
月
三
十
一
日
同
公
使
蛍
支
那
國
會
組
織
の
癒
竃
に
至
る
迄
九
胃
縢

十
三
種
．
内
に
本
國
外
務
大
臣
の
反
問
、
駐
B
莫
公
使
の
B
兵
出
動
の
…
遮
萱

な
．
ε
あ
り
。
墨
画
に
は
間
々
支
那
及
び
我
國
に
て
一
般
に
知
ら
れ
乙
事
實
ミ

符
合
也
ざ
る
も
の
あ
れ
．
ε
も
、
以
て
英
人
の
革
命
観
の
一
端
を
覗
ふ
べ
く
、

原
文
の
傳
來
少
き
ぬ
め
、
本
書
ま
六
存
在
の
債
値
あ
ろ
も
の
な
り
（
頂
一
、
五

〇
）
〔
以
上
有
高
】

　
　
醗
e
o
鑑
剛
㊥
鵬
ゆ
謡
題
。
闇
韓
ひ
o
O
①
暮
属
蔓
o
h
二
p
o
図
の
宕
冨
鈴
き
。
．

　
　
　
（
㌶
9
コ
瓢
暮
冬
一
）
団
国
●
慰
、
・
b
」
g
H
畠
曙
）
♂
。
乙
9
ポ
N
℃
a

　
本
書
に
　
男
コ
集
出
二
三
§
。
氏
の
圭
宰
ぜ
る
｝
。
ズ
川
戸
二
§
匙
崖
賓
。
幅
団

。
h
翠
彗
8
・
（
℃
三
ω
門
。
ぎ
山
。
『
§
乙
σ
器
§
ま
。
餅
ε
剛
話
・
）
中
の
一
巻
「
丈

運
復
興
時
代
」
を
討
述
煙
ろ
も
の
な
り
。
該
佛
凶
史
ほ
か
の
『
ρ
〈
♂
の
。
氏
の

類
一
ω
8
一
呂
噺
。
旧
・
．
旨
5
8
餓
①
同
）
引
切
げ
㎝
費
㎡
ぎ
。
ω
一
ρ
編
ρ
満
噂
防
二
9
閃
。
く
。
ご
二
〇
詳

ご
編
纂
の
膿
裁
相
似
て
毎
巻
各
轟
門
の
史
家
が
得
意
の
時
代
を
措
當
・
し
て
鞍

筆
躍
る
も
の
な
る
が
，
只
後
者
に
比
し
て
規
模
小
く
，
稽
一
般
向
麺
俗
的
糞

る
を
平
地
れ
ざ
る
が
F
如
∵
し
。
然
れ
こ
も
筑
州
出
山
蓮
挙
証
r
∵
し
て
、
隷
ハ
趣
r
ド
富
み
，
　
門
旦

つ
學
衛
的
生
値
も
高
き
を
以
て
，
佛
圓
史
學
習
者
に
戯
し
て
は
拾
好
の
謬
考

書
ミ
禰
す
べ
く
、
　
顧
紺
貰
な
る
一
失
課
の
山
地
に
二
つ
る
は
一
般
誼
二
軍
黒
湘
の
爲
に
．
更

便
に
冒
盆
大
な
一
り
虐
深
ふ
べ
・
し
。
翻
纂
一
ゑ
。
一
氏
の
【
，
丈
鼎
連
御
．
磯
目
時
代
己
に
暫
腎
郡
繍
…

ψ



史
六
巻
血
T
第
一
に
詑
㌦
辿
公
品
川
ぜ
ら
れ
∵
し
も
の
ニ
ト
・
し
イ
、
、
　
三
山
着
切
q
o
ド
一
①
団
氏
帥
μ

極
め
て
忠
實
準
易
に
原
著
の
面
影
を
寓
・
し
居
れ
り
。
本
書
筆
を
Ω
歪
．
冨

く
目
H
｝
い
o
ρ
置
×
嵩
時
代
の
伊
太
利
侵
入
に
起
・
し
冒
三
ま
尻
H
謝
Ω
養
臣
＄

＜
の
抗
箏
句
選
コ
。
…
硫
H
時
代
の
宮
廷
又
囎
嵩
魯
曙
H
H
時
代
の
勤
外
關
係
む

切
宗
敏
職
争
時
代
の
新
奪
雨
派
劉
抗
の
出
鼻
を
…
説
意
て
踏
艶
言
H
＜
に
及
び

最
後
に
く
p
ざ
貯
寂
末
期
の
佛
文
化
及
十
七
世
初
頭
の
國
勢
國
情
…
を
叙
し
て

篇
を
遡
れ
砂
。
佛
に
於
け
る
ヵ
。
雪
一
。
。
撰
昌
8
時
代
印
ち
十
六
世
紀
り
佛
國
を

槻
察
’
し
其
封
外
關
係
、
國
家
統
治
、
政
治
界
宗
教
界
に
亘
れ
る
紛
畢
、
等
化

の
自
動
を
知
る
が
爲
に
に
、
本
書
の
如
き
最
も
四
聖
匹
し
て
且
つ
興
味
深
き

輝
一
著
ε
欝
す
べ
か
ら
ん
。

　
　
　
　
鋤
⑦
幽
う
ン
ニ
。
劇
局
7
鑑
q
再
ぞ
《
勤
§
②
∋
≦
～
o
、
凱
“
　
Ω
窪
葦
登

　
　
　
　
　
同
◎
。
同
い
直
Q
。
O
o
く
。
い
H
印
◎
。
H
い
山
Q
。
鴇
・
（
O
鍵
づ
ぴ
銘
ハ
｛
σ
q
o
嵩
鼓
。
ユ
o
p
一

　
　
　
　
　
ω
。
ユ
。
。
・
）
O
鶉
ヨ
げ
嵩
脅
。
d
菖
く
留
。
・
一
言
り
器
β
ぢ
固
9

　
本
書
は
一
八
一
五
年
の
ナ
ポ
ソ
オ
ン
職
役
経
結
よ
け
一
入
九
〇
年
の
ビ
ス

マ
ー
ク
退
下
竜
の
欄
逸
史
を
名
望
為
る
も
の
に
・
し
て
、
㌧
、
の
第
一
巻
に
於
て

は
筆
・
を
一
八
五
二
年
の
○
葺
罎
N
曾
合
に
長
け
り
。
著
者
の
佐
吸
口
る
史
科

塗
考
書
は
巻
尾
の
匪
三
ご
σ
q
養
℃
ξ
に
よ
り
て
可
成
塑
冨
鉱
ろ
こ
ミ
を
知
り

得
る
が
、
そ
の
論
叙
の
基
礎
ミ
な
れ
る
主
婁
な
る
誤
暮
7
0
識
q
は
8
村
誌
冨
。

葬
。
及
。
。
導
g
爾
大
家
の
著
看
な
る
こ
ご
は
著
者
の
自
序
匹
よ
り
て
明
か

な
り
。
全
篇
七
章
よ
り
成
り
、
第
一
章
序
論
第
二
章
。
一
八
一
五
年
の
猫
逸
の

第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圖

書

諸
邦
、
第
三
章
反
動
の
十
年
、
第
四
建
蔽
幕
閣
係
及
二
番
同
盟
の
初
期
．
第
五

章
爾
度
輩
命
の
串
間
期
、
第
六
章
一
八
四
八
一
九
年
の
革
命
、
第
七
章
エ
ル
フ

ル
ト
及
オ
ル
ミ
ユ
ソ
ワ
の
懸
章
に
亘
り
、
自
由
統
一
の
魚
蓮
勧
春
來
っ
て
、

而
も
未
だ
同
機
成
熟
煙
ざ
る
濁
逸
諸
邦
の
動
揺
漉
蹴
の
状
態
を
説
春
し
も
の

に
し
て
、
略
ト
ラ
イ
ヂ
ユ
グ
民
の
＋
九
世
紀
面
逸
史
ミ
相
前
後
ぜ
る
時
代
を

取
扱
ひ
居
れ
り
。
該
時
期
に
於
け
る
濁
逡
諸
邦
の
國
情
薯
填
の
酸
策
，
謝
外

問
題
，
臼
由
統
一
蓮
動
の
概
要
を
知
う
が
駕
F
α
獲
ろ
有
釜
な
ろ
著
蓮
な
ろ

べ
し

轡
も
。
ぴ
謬
㊥
℃
o
”
o
o
5
口
創
⑰
⑰
Φ
δ
骨
　
勢
。
華
麗
巳
。
O
門
。
毛

　
9
＞
臼
。
鉱
。
碧
潔
聾
。
ユ
筒
謬
ω
」
　
　
　
累
の
姑
く
。
ユ
♂
お
ξ

本
書
に
亜
米
利
加
史
電
界
に
於
け
ろ
．
、
巨
象
8
騒
謡
、
、
即
ち
略
＋
九

世
紀
の
籾
期
よ
り
一
八
八
四
年
米
・
上
皇
脇
會
設
立
に
至
る
時
代
の
代
表
的
史

家
を
評
傳
ぜ
う
も
の
怠
り
。
著
者
に
先
づ
巻
頭
に
英
植
艮
時
代
以
降
の
米
史

家
及
吏
界
の
一
般
状
勢
を
設
喜
、
そ
れ
よ
り
、
．
言
幾
げ
需
言
臼
”
に
於
け

る
斯
界
の
大
家
盲
＆
9
巴
畠
℃
0
8
お
・
安
曇
。
F
ぎ
篤
弩
空
。
察
薦

丁
譲
8
∫
冒
写
U
。
陣
訂
。
勺
客
。
号
ざ
勺
。
け
負
ぎ
目
8
諸
塊
の
生
涯
著
蓮
性
．

行
を
論
越
し
、
最
後
に
當
代
“
於
け
ろ
奥
象
ミ
そ
の
出
版
者
ピ
の
關
係
を
一

瞥
し
て
巻
を
了
れ
り
。
著
者
が
、
當
代
に
於
け
る
知
名
の
更
紙
は
、
科
攣
駒
研

究
の
緒
言
を
極
む
る
に
至
り
し
薪
時
代
の
夏
學
看
に
些
し
て
其
迄
會
的
盤
名

田曲

ｭ
、
一
般
の
翻
讃
史
諏
隷
螂
も
盛
な
一
り
・
し
い
μ
一
躍
面
す
べ
く
、
覗
恥
曝
の
加
押
く
回
歴
更
数

第
三
號
　
　
一
五
三
　
（
五
二
四
）



第
ご
巻
　
　
紹
　
介
　
　
薗

書

育
整
備
し
專
門
史
家
績
出
ぜ
る
に
掬
ら
す
、
談
臭
の
鳳
史
家
の
醸
望
管
礒
に

及
ば
ざ
る
は
識
者
の
一
考
を
瀕
は
す
べ
．
き
も
の
な
り
ミ
ゼ
る
轄
蓋
・
し
本
学
掌

篇
の
圭
旨
な
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
是
等
諸
大
家
の
評
傳
に
於
下
。
、
曲
灘
ト

勘
す
る
観
察
重
き
を
占
め
、
最
後
の
章
「
歴
史
家
ぐ
』
そ
の
図
版
者
」
の
如
き
、

全
く
こ
の
見
地
よ
宛
附
加
ぜ
ら
れ
し
も
の
鳳
り
。
鳩
目
に
本
書
は
，
嚴
正
な
る

意
味
に
於
け
る
史
攣
史
ご
し
ず
、
は
不
＋
分
な
ろ
を
免
れ
ざ
れ
ざ
も
、
か
、
る

着
眼
跳
よ
日
り
覆
察
す
る
も
の
に
は
戯
ハ
薩
甲
灘
沐
｝
飯
側
…
迎
ぐ
」
い
ふ
べ
く
、
兎
に
角
こ

の
時
期
に
於
け
ろ
来
國
史
．
墨
界
に
間
す
ろ
知
識
を
求
む
ろ
人
士
に
は
勘
か
ら

ざ
る
便
盆
を
遡
ハ
か
る
若
誰
凹
な
る
べ
・
し
O

　
　
　
　
翻
》
、
艦
列
傷
5
　
姻
嵯
瀦
劔
弓
臨
隅
　
簿
o
H
）
二
一
9
ご
g
罵
　
o
門
二
δ

　
　
　
　
　
O
器
糞
ノ
く
旨
●
累
。
箋
鴫
。
同
ぎ
同
豊
ひ

　
著
者
の
序
言
に
繰
れ
ば
水
書
は
欧
洲
現
代
の
外
交
史
を
考
察
す
る
も
の
、

爲
に
q
O
藁
む
O
O
搾
六
ら
し
む
る
目
的
を
以
て
著
さ
れ
し
も
の
な
り
O
第
一
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
へ
　
　
お
　
　
ル
　
わ
　
　
つ
　
　
も
　
　
れ
　
ぬ

に
は
一
八
七
八
年
伯
林
會
議
以
後
に
於
け
る
謡
曲
國
際
寡
婦
の
画
展
を
叙
・
し

第
ご
篇
に
は
薪
期
の
外
交
に
現
れ
れ
ろ
霧
雲
腎
参
・
・
睾
。
互
・
。
霧
、
費
し

て
魯
。
屋
σ
q
三
二
h
緊
p
ぎ
⇒
・
。
・
u
。
嵩
p
・
ご
ご
）
一
。
ヨ
p
。
ざ
ド
一
H
艦
。
一
。
・
冒
凶
p
一
ノ
4
。
門
一
（
び

二
ざ
Ω
さ
毒
9
0
h
同
、
島
穏
。
9
）
ヨ
一
9
ゴ
（
國
民
主
義
、
産
業
政
策
、
殖
艮
政
策
輿

論
の
興
越
を
詣
す
）
を
設
き
、
第
三
篇
に
は
現
戦
役
の
終
結
に
俘
ふ
讃
賜
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ
　
あ
　
　
へ
　
な
　
や
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
解
央
や
擦
想
し
て
、
軍
事
、
外
交
上
の
推
測
よ
り
協
繭
翻
の
要
求
職
剥
の

ぬ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
あ
　
へ
　
ぬ
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

分
配
釧
題
　
土
耳
・
古
の
灘
～
命
に
及
び
、
更
に
猫
逸
駿
…
勝
の
炉
場
合
を
論
ご
、
戦

r
第
三
號
　
　
一
五
四
　
（
五
二
五
）

後
の
國
際
外
交
、
門
主
的
勢
力
を
設
き
鰻
後
の
第
四
篇
に
は
合
衆
國
ミ
獣
湖

列
星
あ
綿
係
を
舞
し
、
迂
り
．
．
ぎ
・
ま
。
．
三
茸
。
だ
、
ζ
、
集
q
、
、
戦
役
F

鍛
す
る
米
の
態
度
、
隣
防
聡
題
、
来
國
ミ
挙
綴
問
題
を
蓮
べ
、
巻
尾
に
籍
便

な
ろ
｝
艶
…
・
唾
琶
・
）
・
を
附
ゼ
り
。
兎
に
角
一
般
阿
に
し
て
・
す
、
、
。
三
・
り
｝
、

な
る
を
雛
的
ミ
ぜ
る
山
小
雌
U
に
現
代
μ
外
交
の
大
勢
を
知
ら
・
し
む
べ
吾
・
婿
箇
の
邸
ず

引
☆
る
べ
し
O
〔
以
上
柿
…
封
）

　
　
　
　
　
　
　
や
　
お
や
　
も
　
ゑ

　
　
　
　
　
あ
　
セ

　
　
　
　
麟
中
支
那
及
爾
支
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
地
學
悩
會
碧
…

　
　
東
京
坤
學
協
曾
の
支
郡
調
査
事
業
は
明
治
四
十
三
年
よ
り
始
ま
り
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
る
　
も
　
ヘ
　
へ

第
一
國
の
調
査
職
出
馨
」
し
て
大
正
二
年
暢
子
江
流
域
を
出
し
れ
う
が
、
本
書

ば
興
れ
に
次
ぐ
も
の
主
こ
し
て
理
學
士
野
田
勢
次
郡
筑
の
踏
査
研
究
の
結
果

な
り
、
章
を
分
う
て
食
置
及
瞠
劃
、
地
形
、
疑
心
、
住
民
、
入
ロ
及
都
色
、

交
書
、
礒
業
§
し
完
備
し
れ
ろ
｝
、
の
地
方
誌
鳳
れ
こ
も
、
就
中
着
者
の
主
力

を
注
ぎ
れ
る
は
地
質
地
形
等
の
自
家
的
方
面
に
し
て
、
本
地
城
を
南
北
の
地

帯
構
造
線
に
よ
り
て
、
印
度
支
那
山
糸
、
酉
郡
高
猿
地
轡
、
中
央
地
溝
聲
、
東
蹴

地
史
帯
，
沿
海
山
地
楚
に
分
ち
、
蘇
に
其
鍛
後
の
郎
分
郎
ち
爾
嶺
の
大
蔀
分
の

地
質
構
鵬
氾
に
於
て
1
1
從
來
の
差
脚
開
に
製
・
し
て
一
の
解
提
を
與
へ
れ
り
。
次
ド
げ

ヘ
　
　
へ

永
系
に
就
き
て
も
，
各
河
流
を
源
流
、
上
流
、
旨
甲
流
曳
下
流
に
分
ら
て
、
共

流
路
の
地
質
、
地
形
亡
の
關
係
を
明
か
に
で
う
に
カ
め
、
本
支
流
を
含
ぜ
う

も
　
ヤ
　
も

流
漁
協
を
添
付
ぜ
る
等
、
郵
丈
の
地
理
書
亡
・
し
イ
、
は
薪
新
な
る
試
み
ミ
謂
ふ

　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
ぬ
　
ペ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

べ
・
し
、
爾
佳
畏
、
亦
奇
遡
、
藻
業
の
蔀
は
着
覗
済
の
實
三
一
に
墨
摺
り
る
・
も
の
、
み
に
．


